
この取付･取扱説明書は必ずお客様に渡して下さい。(大切に保管して下さい。)

取付･取扱説明書�

注意事項とお願い�

株式会社ラリーアート商品をお買い上げ頂きありがとうございます。�

この取付・取扱説明書をよくお読みになり、当商品の内容をご理解された上で取付・�

取扱いを正しく行い、ご使用下さいますようお願い致します。�

また、今後のメンテナンスの為に、この取付・取扱説明書は、お客様のお手元に置か�

れ、大切に保管しておいて下さい。�

●この取付要領書には次のマークを使用しています。�

注意�は特に重要な事項です。�
必ず読んでお守り下さい。�

●記載事項に従わない取り付けを行った場合は、当商品の機能等を阻害するばかりで�

　はなく、車両等の不具合につながる恐れもありますので、絶対に行わないで下さい。�

●当商品は取付時･取付後に発生した、いかなる不具合につきましては、 責任を負い�

　かねますのでご了承下さい。�

安全の為に必ず守って頂きたいこと。�

守らないと障害や事故につながる恐れがあります。�注意 …�
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アドバイス …�取付の為に守っていただきたいこと。�

ランサー･エボリューションⅦ�

フロント L.S.D.キット�
RA580103S1



お客様へ�

■取扱い上の注意�

注意�
1.当商品は適用車種以外には絶対に使用、取付をしないで下さい。破損や事故の原因となる事があります。�
2.当商品の加工、分解は絶対に行わないで下さい。�
3.当商品は機械式(多板式)LSDの為、通常のコーナリング時に、駆動輪の引きずり音やディファレンシャル�
　内部のギヤのガタ音(ゴリゴリ等チャタリング音)が発生する場合があります。�
4.当商品を装着後、運転中に異常が発生した場合は、直ちに車両を止めて整備工場にて点検を受けて下さい。�
　そのまま走行を続けますと、車両の破損や事故につながる恐れがあります。�
5.当商品は他製品との組合せでの取付はできません、必ずキットで使用して下さい。�
6.当商品は取付状態も含め、いつも正常な状態を保つよう必要に応じて車両の点検を行って下さい。�
7.劣化、破損などにより、本来の状態を維持していない場合は、速やかに交換を行って下さい。�
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取付上の注意�

注意�
1.作業の安全を確保する為、エンジンキーを必ずOFFにし、サイドブレーキをしっかり引下さい。�
2.ジャッキアップはリジットラックで確実に支持されていることを確認してから行って下さい。�
　支持位置は指定箇所以外で支持しないこと。指定箇所以外で支持すると、変形などの恐れがあります。�

アドバイス�
3.本文では要点のみを記載しておりますので、詳細の取り付け順序については、三菱自動車発行の｢整備解�
　説書」に基づいて実施して下さい。�
4.取付ボルト、ナット等は指定トルクで確実に締め付けて下さい。�
�

5.当商品は必ずセットでの組み合わせで使用し、他製品との組み合わせでの使用はしないで下さい。�

■適応車種�
　�

ランサー･エボリューションⅦ(CT9A)ACD 装着車�

車　　種　　名� �

RS(SNDFZ)

L.S.D.キット部品番号�

RA580103S1

※GSR(AYC装着車)には装着できません。�

特殊工具(次の特殊工具を用意して下さい。)

①MUT-ⅡサブASS'Y�
　(MB991502)

②オイルプレッシャーゲージ(MD998330)�
　アダプター(MB991705)

③スライドハンマー�
　(MB991721)



構成部品(取り付け前に部品が揃っているか確認して下さい。)

別売対応部品(取り付けの為に必要な部品です。別途手配下さい。)

トランスファーオーバーホールキット�
(RA580073S1)

L.S.D.キット�
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O-リング T/Fケース(175)

ベアリング T/Fケースフランジ�

スラストワッシャー T/F(2.1)

O-リング T/Fケース(9.4)

オイルシール T/Fケース�

O-リング T/Fケース(82.7)

O-リング T/F

フロントL.S.D. Ass'Y

アウトプットフランジ�
インナーシャフトLH

リアアウトプットフランジ�

オイルシール�
T/Fケースカバー フロント�

拡大�

識別溝�

O-リング リアアウトプットフランジ�

ベアリング T/F ACD
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(2)インナーシャフトの切り離し。�

　  特殊工具を使用し、インナーシャフトLH/RH�

　  を抜き取る。�

1.トランスファーASSYの取り外し�

取り外す前に、T/M、T/Fのオイルを抜き、フロントエキゾーストパイプ、プロペラシャフト、セン�

ターメンバー等を取り外して下さい。�

(1)ドライブシャフトLH/RHの切り離し。�

　  ※必ずレバーを使用して外す事。�
LH

トランス�
ミッション側�

レバー�

レバー� ハンマー等�

突起�
RH

MB991721

インナーシャフト�
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トランスファーオイルのシールリップ部を損�

傷させない様注意して下さい。�

注意�

●取付時の締付トルク�

規定トルク　①ナット：52±7N･m(5.3kgfm)�

　　　　　　②ボルト：44±5N･m(4.5kgfm)�

　　　　　　③ボルト：59±9N･m(6.0kgfm)�

●①ナットは仮締めした後、エンジン重量が�

ボデーにかかった状態で本締めして下さい。�

アドバイス�(3)リヤロールストッパー取付ボルト、トランス�

　  ファープレッシャーホース及び、トランスフ�

　  ァーAss'y取付ボルトを外して下さい。�

(4)エンジンマウント、トランスミッションマウ�

　  ントが付いた状態で、エンジン＆トランスミ�

　  ッションAss'yを車両前方へロールさせ、エ�

　  ンジンブロックとフラットクロスの間から、�

　  トランスファーAss'yを取外して下さい。�

リヤロールストッパー�
取付ボルト�

トランスファーAss'y

エンジン＆�
トランスミッションAss'y

車両前方�

トランスファー�
プレッシャーホース�

③�

①�

②�

③�



取付順序�

株式会社ラリーアート�

CT9-201-0103�

5 

●図示ボルト(2ケ所)は外さないで下さい。�

アドバイス�

2.トランスファーASSYの分解�

(1)トランスファーケースボルトを取外して下さい。�

●トランスファーケース(クラッチハウジン�

グ内蔵)と、ディファレンシャルがASSYで、�

トランスファーケースから抜け出てきます。�

アドバイス�

(2)図の様にドライバーを掛けて、トランスファ�

　  ーケースカバーを取外します。�

(3)クラッチハウジングから、ディファレンシャ�

　  ルAss'yを抜き出して下さい。�

トランスファー�
ケースボルト�
×7本�

ディファレン�
シャルAss'y

クラッチ�
ハウジング�
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(2)取外しと逆手順でトランスファーを組立て、�

　  各ボルトを図のトルクで締付けて下さい。�

●元のリングギアは、当商品組付け時に再使�

用します。�

アドバイス�

(1)リングギア取付ボルトを取外し、プラスチッ�

　  クハンマーでリングギアを叩きながら、アウ�

　  トプットフランジからリングギアを取外して�

　  下さい。�

●リングギアは、元の部品を使用して下さい。�

アドバイス�

●取付時の締付トルク�

規定トルク　①ボルト：59±9N･m(6.0kgfm)�

　　　　　　②ボルト：59±9N･m(6.0kgfm)�

　　　　　　③ボルト：25±5N･m(2.5kgfm)�

　　　　　　④ボルト：84±4N･m(8.5kgfm)

アドバイス�

(1)トランスファーオーバーホールキットを使用�

　  して、図の様にディファレンシャルを組立て�

　  て下さい。�

①ボルト×5本�

②ボルト×1本�

③ボルト×7本�

④ボルト×10本�

フロントLSD ASSY

＊スラストワッシャーT/F 2.1 アウトプットフランジ�

＊O-リング�リアアウトプットフランジ� リングギア�
ハイポイドボルト� ＊ベアリングT/Fケース�

＊ベアリングT/F ACD
＊＝トランスファーオーバーホールキット�

3.ディファレンシャルASSYの分解�

4.L.S.D.キットの組立�
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●インナーシャフトRHは元の部品を使用し�

　て下さい。�

●規定トルク　①ナット：52±7N･m(5.3kgfm)�

　　　　　　②ボルト：44±5N･m(4.5kgfm)�

　　　　　　③ボルト：59±9N･m(6.0kgfm)�

●①ナットは仮締めした後、エンジン重量が�

　ボデーにかかった状態で本締めして下さい。�

アドバイス�(1)取外しと逆手順で、トランスファーASSYを�

　  車両に取付けて下さい。�

(1)車両をリフトアップし、MUT-Ⅱをダイアグ�

　  ノシスコネクターに接続し、アクチュエータ�

　  ーテストを行い、油圧ユニットを強制駆動さ�

　  せて下さい。�

(2)トランスファーにあるブリーダースクリュー�

　  のキャップを外し、ビニールホースを取付け、�

　  エア抜きを行って下さい。�

リヤロールストッパー�
取付ボルト�

フロントエキゾーストパイプ�

ブリーダー�
スクリュー�

トランスファー�
プレッシャーホース�

③�

①�

②�

インナーシャフトLH

③�

5.トランスファーASSYの取付け�

6.ACDフルードのエア抜き(詳細の作業内容については、三菱自動車発行の「整備解説書」を参照下さい。)

●エア抜き中は、フルードが常にオイルリザ�

　ーバー内に残るように補充して下さい。�

●エア抜きが完全に行なわれないと、油圧ユ�

　ニットから異音が発生し、ポンプ等の耐久�

　性を劣化させる恐れがあります。�

注意�

インナーシャフトRH�
(元の部品を使用)



取付順序�

参考資料�
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●オイルリザーバーのフルードレベルがMIN�

　～MAX間にあること。�

●指定フルード：�

　三菱純正ダイヤクイーンATF SP Ⅲ�

アドバイス�

(3)エア抜き終了後、フルードのレベル点検を行�

　  って下さい。�

MEMO

アドバイス�
●交換時期は、目安の走行距離です。使用状況により早期劣化する場合がありますので、早めの�

���交換を行って下さい。�

�

トランスファーオイル�

フルード(ACDと油圧ユニット)

�

20,000km走行毎�

40,000km走行毎�

�

三菱ダイヤクイーンLSDギアオイル�

三菱ダイヤクイーンATF SP Ⅲ�

�

0.6�

0.9

容量�項   目� 交換時期� 銘   柄�

■当商品取付け後の油脂交換時期�


